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海外事情についてとくにお話す

べき体験を私は持ち合わせません

が，私の留学について何か，とい

うことならば，1952 年からほぼ

2年間のミズーリ州立大学のこと

になります。したがって半世紀以

上前のことですが，私の場合はガ

リオアと称する戦後アメリカの日

本占領政策の一環で，そのグラン

ティーとして行かせてもらった大

勢の一人です。フルブライトはた

しかその翌年からで，したがって

私たちはガリオア・フルブライト

留学生と呼ばれます。私が意外に

思ったことは（あるいは認識不足

だったのかもしれませんが），当

時は為替も自由でなく，しかも 1

ドルが 360円という時代で，海外

留学は難しいことと思いこんでい

たのですが，「蛇の道は蛇」だか

なんだか，日本からの学生や研究

者がすでに結構いたことでした。

ミズーリ州はだいたい合衆国の

真ん中で，大学のあるコロンビヤ

の街はさらにまたその真ん中なの

で，彼らは“Heart of America and

Heart of Missouri”という意識です。

私としてはアメリカで初めて心理

学の勉強らしい勉強をしたといえ

るかもしれません。おかげで専門

外のことについても，すっかりも

の知りになりました（と帰国後，

皆さんには思われたらしい）。

修士課程の 1年次が終わると，

コンプと称する総合試験（compre-

hensive examination）があって，

これをパスしないと 2 年次にリ

サーチ・コースを履修できず，し

たがって修士論文も書けないとい

う寸法です。私はもともと感覚の

生理心理学に興味がありましたの

で，脳波実験室があったのを幸い

に，脳波の光駆動の実験で修士論

文を書くことができました。その

頃，日本の大学の心理学研究室に

はどこにも脳波記録計はありませ

んでした。ミズーリの脳波計も 2

チャンネルの感熱紙記録の粗末な

ものでした。

日本の心理学に新型の脳波計が

入ってきたのは，私が帰国した

1954 年でした。アメリカで仕込

んだいろいろな新しい知識（と思

ったこと）も，帰国してみたら日

本でも結構話題になっていて，い

まどき当然のことではあります

が，知識世界もグローバルです。

知識情報の収集ということでした

ら，ある程度はなにもわざわざ外

国に出かけなくても，といえるか

もしれませんが，アメリカでの勉

強や研究を通して感じたことは，

向こうは「万事やりやすい環境だ」

ということでした。日本はどうも

万事がやりにくく，非能率的だっ

たように思います。しかし，これ

も過去のことかもしれません。

私にとっては日本が負けて降伏調

印式が東京湾のアメリカ戦艦ミズ

ーリ号上で行われた，そのミズー

リでした。関連して余計なことを

言えば，私たちが羽田を発ったパ

ンアメリカン航空の飛行機はボー

イング・ストラトクルーザーとい

って，戦争中，日本本土を散々に

空襲した B-29爆撃機を改装した

ものです。今のように一気に米国

本土に飛べず，ウェーキ島，ホノ

ルル，サン・フランシスコと 3

段飛びでした。

ミズーリ大学では大学院にエン

ロールしましたが，定員があるの

かないのか不明で，入試があった

わけでもありません。講義には大

学院の講義というのがあるでもな

く，ともかくいろんな講義を学部

生と一緒になって受講しました。

院生たるもの，もう一度，心理学

を一から勉強し直せ，ということ

です。院生には学部で心理学の専

攻でなかった学生もいるでしょう

し，他大学で心理学をやってきた

といっても信用できませんから，

このシステムはもっともです。私

は日本では旧制大学で心理学を専

攻しましたが，旧制大学の心理学

の教育は今と比べればお粗末なも

のでした。教授一人ひとりは偉い

学者であっても，なにしろ学生定

員も少なければ，講座数（したが

って教授定員）も，修業年次も少な

い，非常勤枠も貧弱というわけで，

広く心理学を勉強するという環境

でなかったことはたしかです。そ

の代わりというか，自学自習的な

卒業論文の比重が高かったもので

した。そういう次第でしたから，
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